






要約:新生児濾紙血中のホロセルロプラスミン定量による Wilson 病のマススクリーニング

を東邦大学第二小児科および都立衛生研究所の 2 施設において施行した.それぞれの平均

値は 17.78mg/dl と 19.6mg/dl であり,SD は 4.18 および 6.07 であった.東邦大学の結果よ

り,7mg/d1(-2.5SD)に cut off 値を設定した場合,再検率 1.08%となり,適当と思われた.ま

た,陽性例に関しては確定診断するために,2-3年の fo11ow up が必要であると考えられた.


